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戦
争
法
廃
止
の
２
０
０
０
万
人
統
一
署
名 

4
月
後
半
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を 

 

吹
田
民
商
で
は
昨
年
末
か
ら
署
名
活
動
を
始
め
、
1
月
24
日

（
日
）
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
や
毎
月
19
日
宣
伝
に
取
り
組
み
、
税
金

問
題
研
修
会
、
1
月
～
3
月
の
申
告
書
作
成
の
班
会
や
支
部
集
会
、

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
で
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
戦
争
法
廃
止
の

署
名
活
動
は
5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
正
念

場
を
迎
え
ま
す
。「
戦
争
法
は
廃
止
」
の
世
論
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

国
民
の
声
に
背
を
向
け
る
安
倍
政
権
退
陣
の
た
め
、
参
議
院
選
挙
で

の
「
野
党
共
闘
」
を
実
現
さ
せ
る
大
切
な
署
名
活
動
で
す
。
残
り
半

月
で
全
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。
集
め
た
署
名
は
民
商
事
務
所
、
近

く
の
役
員
に
届
け
て
下
さ
い
。 

支部 到達
中央 686
あい川 451
片山 305
北 359
山田 227
千里丘 406
NT 301
吹南 263
江坂東 387
江坂西 232
千里山 138
その他 254

合計 4,009

戦争法の
廃止を求める
統一署名

 

 

憲
法
記
念
日
に
は
、
全
国
各
地
で
大
き
な
集
会
が
準
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
阪
で
は
扇
町
公
園
で
行
な
わ
れ
ま
す
。 

 

憲
法
こ
わ
す
な
! 

戦
争
法
を
廃
止
へ
! 

お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会 

5
月
3
日
（
火
）
憲
法
記
念
日 

昼
1
時
30
分
開
会 

扇
町
公
園
に
て 

集
会
終
了
後
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。 

 

京
都
・山
科
民
商
よ
り 

事
業
計
画
書
づ
く
り
で
吹
田
民
商
の
視
察
に 

4
月
11
日
（
月
）
京
都
・
山
科
民
商
よ
り
役
員
さ
ん
と
事
務
局

長
の
お
二
人
が
、
事
業
計
画
書
の
作
成
を
融
資
相
談
に
生
か
す
吹
田

民
商
の
活
動
を
聞
い
て
、
山
科
民
商
で
も
実
践
し
て
み
た
い
と
視
察

に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

吹
田
民
商
の
事
業
計
画
書
づ
く
り
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
書
を
作

成
す
る
た
め
に
ま
ず
経
営
状
況
を
過
去
3
年
間
に
渡
っ
て
振
り
返

る
こ
と
か
ら
始
め
、
売
上
・
仕
入
・
経
費
を
記
入
す
る
こ
と
や
得
意

先
・
仕
入
先
・
従
業
員
・
外
注
先
の
変
動
、
家
庭
や
自
ら
の
心
境
の

変
化
な
ど
を
記
入
し
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
自
分
自
身
の
仕
事
の
強

み
・
弱
み
・
機
会
・
脅
威
を
記
入
し
て
自
分
で
掴
む
よ
う
に
努
力
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
融

資
書
類
作
成
が
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
事
前
に
面
接

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
た
め
、
本
番
の
面
接
で
は
、
自
信
を
も
っ
て

受
け
答
え
が
で
き
た
の
で
融
資
実
現
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
こ

と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
視
察
に
来
ら
れ
た
お
二
人
は
、
山
科
民
商

で
も
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
た
い
と
感
想
を
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。 

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
だ
け
で
も 

労
働
保
険
の
加
入
が
必
要
で
す 

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
は
違
い
ま
す 

労
災
保
険
は
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
正
社
員
、
契
約
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
必
ず
加
入
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
週
1
・
2
時
間
程

度
で
も
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
労
災
保
険
の
対
象
で
す
。 

雇
用
保
険
は
従
業
員
が
65
歳
未
満
で
一
週
間
当
た
り
の
所
定
労

働
時
間
が
20
時
間
以
上
、
31
日
以
上
雇
用
す
る
見
込
み
が
あ
る
場

合
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

雇
用
保
険
と
違
い
、
労
災
保
険
は
従
業
員
が
い
れ
ば
必
ず
適
用
と

な
り
ま
す
。
ま
た
民
間
の
保
険
会
社
が
従
業
員
を
対
象
に
し
て
い
る

傷
害
保
険
は
あ
く
ま
で
、
労
働
保
険
加
入
が
前
提
の
上
乗
せ
の
保
障

で
す
。
労
働
保
険
の
手
続
き
を
必
ず
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

民
商
で
は
労
働
保
険
事
務
組
合
で
委
託
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
事
務
委
託
を
す
れ
ば
、
保
険
料
の
分
割
納
付
や
事
業
主
・
家

族
従
業
員
が
労
災
適
用
に
な
れ
る
特
別
加
入
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

労
災
の
事
例 

事
例 

卸
売
業
の
従
業
員 

通
勤
の
事
故
も
労
災 

自
転
車
で
通
勤
し
て
い
る
従
業
員
が
雨
の
日
の
通
勤
中
、
タ
イ
ヤ

が
滑
っ
て
転
倒
し
、
骨
折
す
る
大
け
が
。
こ
の
場
合
も
「
通
勤
災
害
」

と
い
っ
て
労
災
の
適
用
を
受
け
ま
し
た
。 

 

事
例 

飲
食
店
の
従
業
員 

い
つ
も
の
調
理
作
業
で
大
け
が 

 

調
理
中
に
手
が
滑
り
、
使
っ
て
い
た
器
具
が
手
に
刺
さ
っ
て
数
針

を
縫
う
ケ
ガ
。
雇
用
し
て
す
ぐ
に
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
し
て

い
た
た
め
、
労
災
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
ま
し
た
。 

 

事
例 

建
設
業
の
家
族
従
業
員 

特
別
加
入
で
休
業
補
償 

 

高
所
作
業
中
に
不
注
意
で
転
落
。
下
の
生
垣
に
落
ち
て
か
ら
地
面

に
転
落
し
、
頭
部
打
撲
な
ど
な
ど
の
大
け
が
。
数
日
の
入
院
と
1
ヶ

月
の
休
業
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
が
、
特
別
加
入
の
適
用
を
受
け
て

い
た
た
め
、
療
養
給
付
と
休
業
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 伝

言
板 

戦
争
法
廃
止
署
名
宣
伝
行
動 

4
月
19
日
（
火
）
夕
方
5
時 

朝
日
町
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点 

 

無
料
法
律
相
談
（
要
事
前
予
約
） 

4
月
21
日
（
木
）
昼
1
時 

民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

国
保
・
住
民
税
分
納 

事
前
相
談
会
（
25
条
の
会
） 

4
月
22
日
（
金
）
昼
2
時 

夜
7
時 

民
商
会
館 

 

消
費
税
廃
止
署
名
宣
伝
行
動 

4
月
25
日
（
月
）
夕
方
5
時 

穂
波
町
ラ
イ
フ
前


